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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも検出対象の対象者が発話した音声情報を含むデータを取得する取得部と、
　取得した前記データを用いて前記対象者の感情を検出する検出部と、
　検出された前記対象者の感情に応じて取得した前記データに対する重み付けの係数を決
定する決定部と、
　前記データと前記係数とを用いて人間における情動および器官の活動に作用するエネル
ギーを算出する演算部と、
　前記演算部により算出された前記エネルギーの入力に応じて状態が変化する物質を含み
、人間の情動および器官の各々における恒常性として前記物質の状態の変化を示す信号を
出力する複数の素子と、
　前記複数の素子の各々から出力された前記信号に含まれる前記物質の状態の変化に応じ
て感情および意思を決定する創発部と、
　前記複数の素子のうち、少なくとも１つの素子における前記物質の状態の変化量が所定
量以下の場合、または少なくとも１つの素子における前記物質の状態が所定の状態の場合
、前記複数の素子における前記物質の状態を相転移させる制御部と
　を備えることを特徴とする意思創発装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の意思創発装置において、
　前記複数の素子は、前記信号を送受信可能に互いに接続されることを特徴とする意思創
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発装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の意思創発装置において、
　前記決定部は、検出された前記感情と、前記創発部が決定した感情とに応じて、前記デ
ータに対する重み付けの係数を決定することを特徴とする意思創発装置。
【請求項４】
　少なくとも検出対象の対象者が発話した音声情報を含むデータを取得し、
　取得した前記データを用いて前記対象者の感情を検出し、
　検出された前記感情に応じて取得した前記データに対する重み付けの係数を決定し、
　前記データと前記係数とを用いて人間における情動および器官の活動に作用するエネル
ギーを算出し、
　入力に応じて状態が変化する物質を含む複数の素子に対して算出された前記エネルギー
を入力して、人間の情動および器官の各々における恒常性として前記物質の状態の変化を
示す信号を前記複数の素子の各々に出力させ、
　前記複数の素子の各々から出力された前記信号に含まれる前記物質の状態の変化に応じ
て感情および意思を決定し、
　前記複数の素子のうち、少なくとも１つの素子における前記物質の状態の変化量が所定
量以下の場合、または少なくとも１つの素子における前記物質の状態が所定の状態の場合
、前記複数の素子における前記物質の状態を相転移させる
　ことを特徴とする意思創発方法。
【請求項５】
　少なくとも検出対象の対象者が発話した音声情報を含むデータを取得し、
　取得した前記データを用いて前記対象者の感情を検出し、
　検出された前記感情に応じて取得した前記データに対する重み付けの係数を決定し、
　前記データと前記係数とを用いて人間における情動および器官の活動に作用するエネル
ギーを算出し、
　入力に応じて状態が変化する物質を含む複数の素子に対して算出された前記エネルギー
を入力して、人間の情動および器官の各々における恒常性として前記物質の状態の変化を
示す信号を前記複数の素子の各々に出力させ、
　前記複数の素子の各々から出力された前記信号に含まれる前記物質の状態の変化に応じ
て感情および意思を決定し、
　前記複数の素子のうち、少なくとも１つの素子における前記物質の状態の変化量が所定
量以下の場合、または少なくとも１つの素子における前記物質の状態が所定の状態の場合
、前記複数の素子における前記物質の状態を相転移させる
　処理をコンピュータに実行させる意思創発プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、意思創発装置、意思創発方法および意思創発プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のノイマン型計算機や人工知能、ニューラルネットワーク、ディープラーニング等
の技術を用い、人間の脳判断過程で起きるダブルループやトリプルループといった反応を
再現しようとする試みが行われている。
【０００３】
　一方、ノイマン型計算機等のように、膨大な数のスイッチを用いた計算手法（すなわち
、二進法）を用いることなく、人間の情動や生理等の状態を推定する技術が提案されてい
る。例えば、特許文献１では、被験者の生理の状態を示す情報と、被験者の情動や脳等の
器官の活動を示す情報とを用い、被験者における恒常性のずれ量を求め、求めたずれ量か
ら被験者の情動や器官等の活動に作用するエネルギーを算出する。そして、特許文献１で
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は、算出したエネルギーを用いて、被験者の情動や器官等の各々の活動を示す複数の歯車
を仮想空間で回転させることで、各歯車の回転の状態から被験者の病態を推定する技術が
提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１５－１２８５７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来のノイマン型計算機等を用いる手法では、二進法での計算手段にお
ける確率と微分とでしか対応することができず、無限に計算を繰り返してしまう。このた
め、ノイマン型計算機等を用いる手法では、人間の脳の判断過程のように、繰り返し実行
される計算（ダブルループ等の反応）を発散させることなく、計算量をメモリ等の記憶容
量の範囲内に維持することが難しい。すなわち、ノイマン型計算機等を用いる手法では、
人間の脳の判断過程におけるダブルループ等の反応を再現し、かつ意思や判断等を決定す
るタイミング（ダブルループ等の反応（繰り返し実行される計算）を収束させるタイミン
グ）を決定することが難しい。また、ノイマン型計算機等を用いる手法では、自己の気分
に応じた、あるいは状況や場面等に応じた多様な意思や判断等を決定することが難しい。
これらは、人工知能のフレーム問題として知られている。
【０００６】
　一つの側面では、本件開示の意思創発装置、意思創発方法および意思創発プログラムは
、多様な意思を創発できることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　一つの観点による意思創発装置は、少なくとも検出対象の対象者が発話した音声情報を
含むデータを取得する取得部と、取得したデータを用いて対象者の感情を検出する検出部
と、検出された対象者の感情に応じて取得したデータに対する重み付けの係数を決定する
決定部と、データと係数とを用いて人間における情動および器官の活動に作用するエネル
ギーを算出する演算部と、演算部により算出されたエネルギーの入力に応じて状態が変化
する物質を含み、人間の情動および器官の各々における恒常性として物質の状態の変化を
示す信号を出力する複数の素子と、複数の素子の各々から出力された信号に含まれる物質
の状態の変化に応じて感情および意思を決定する創発部と、複数の素子のうち、少なくと
も１つの素子における物質の状態の変化量が所定量以下の場合、または少なくとも１つの
素子における物質の状態が所定の状態の場合、複数の素子における物質の状態を相転移さ
せる制御部とを有する。
【０００８】
　別の観点による意思創発方法は、少なくとも検出対象の対象者が発話した音声情報を含
むデータを取得し、取得したデータを用いて対象者の感情を検出し、検出された感情に応
じて取得したデータに対する重み付けの係数を決定し、データと係数とを用いて人間にお
ける情動および器官の活動に作用するエネルギーを算出し、入力に応じて状態が変化する
物質を含む複数の素子に対して算出されたエネルギーを入力して、人間の情動および器官
の各々における恒常性として物質の状態の変化を示す信号を複数の素子の各々に出力させ
、複数の素子の各々から出力された信号に含まれる物質の状態の変化に応じて感情および
意思を決定し、複数の素子のうち、少なくとも１つの素子における物質の状態の変化量が
所定量以下の場合、または少なくとも１つの素子における物質の状態が所定の状態の場合
、複数の素子における物質の状態を相転移させる。
【０００９】
　別の観点による意思創発プログラムは、少なくとも検出対象の対象者が発話した音声情
報を含むデータを取得し、取得したデータを用いて対象者の感情を検出し、検出された感
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情に応じて取得したデータに対する重み付けの係数を決定し、データと係数とを用いて人
間における情動および器官の活動に作用するエネルギーを算出し、入力に応じて状態が変
化する物質を含む複数の素子に対して算出されたエネルギーを入力して、人間の情動およ
び器官の各々における恒常性として物質の状態の変化を示す信号を複数の素子の各々に出
力させ、複数の素子の各々から出力された信号に含まれる物質の状態の変化に応じて感情
および意思を決定し、複数の素子のうち、少なくとも１つの素子における物質の状態の変
化量が所定量以下の場合、または少なくとも１つの素子における物質の状態が所定の状態
の場合、複数の素子における物質の状態を相転移させる処理をコンピュータに実行させる
。
【発明の効果】
【００１０】
　本件開示の意思創発装置、意思創発方法および意思創発プログラムは、多様な意思を創
発できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】意思創発装置の一実施形態を示す図である。
【図２】人間における恒常性の連鎖の一例を模式的に示す図である。
【図３】図１に示した素子部の一例を示す図である。
【図４】図１に示した創発テーブルの一例を示す図である。
【図５】図１に示した意思創発装置における意思創発処理の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を用いて実施形態について説明する。
【００１３】
　図１は、意思創発装置の一実施形態を示す。
【００１４】
　図１に示した意思創発装置１００は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等の演算処
理装置と、ハードディスク装置等の記憶部８０とを有するコンピュータ装置等である。意
思創発装置１００は、意思創発装置１００に含まれる入出力インタフェース等を介して、
有線または無線で計測装置１および出力装置２に接続される。
【００１５】
　計測装置１は、例えば、少なくともマイクロホンを含み、検出対象の対象者ＰＡが発話
した音声の信号を音声情報として計測する。計測装置１は、計測した対象者ＰＡの音声情
報を含むデータを意思創発装置１００に出力する。なお、計測装置１は、例えば、心拍計
、心電計、血圧計、体温計、皮膚抵抗計、あるいはカメラ、ＭＲＩ（Magnetic Resonance
 Imaging）装置等の複数の機器を含み、対象者ＰＡの血圧や体温等の生理情報も計測する
。計測装置１は、計測した対象者ＰＡの生理情報を音声情報とともに含んだデータを意思
創発装置１００に出力する。また、計測装置１は、加速度センサあるいは電子ジャイロ等
を有してもよい。
【００１６】
　なお、計測装置１により計測される対象者ＰＡの生理情報には、例えば、心拍（脈拍）
数、心拍変動、血圧、体温、発汗量（皮膚抵抗、皮膚電位）、眼球の運動、瞳孔径、まば
たき数を含む。また、計測される生理情報は、例えば、吐息、ホルモン、生体分子等の体
内分泌物、脳波、ｆＭＲＩ（functional MRI）情報等が含まれる。
【００１７】
　例えば、心拍（脈拍）数は、計測装置１に含まれる心拍計等を用いて計測され、興奮や
緊張により体内のアドレナリン分泌量が増すことによって心臓の拍動が増加するという性
質を有する。
【００１８】
　心拍変動は、例えば、計測装置１に含まれる心電計を用いて計測された対象者ＰＡの心
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電波形に対して、ＦＦＴ（Fast Fourier Transform）等のスペクトル解析を実行すること
により取得される。そして、心拍変動の低周波成分ＬＦ（例えば０．０４から０．１４ヘ
ルツ）と高周波成分ＨＦ（例えば０．１４から０．５ヘルツ）との量を比較することによ
り、対象者ＰＡの興奮や緊張のレベルが取得できる。なお、心拍変動の低周波成分ＬＦは
、主に交感神経の活動に伴って増え、高周波成分ＨＦは、副交感神経の活動に伴って増え
るという性質を有する。
【００１９】
　血圧は、例えば、計測装置１に含まれる血圧計を用いて計測され、興奮や緊張に伴って
対象者ＰＡの血管が収縮し、血流抵抗が増すことにより、増加するという性質を有する。
【００２０】
　体温は、例えば、計測装置１に含まれる体温計等を用いて計測され、興奮や緊張によっ
て心拍増加、血糖値上昇、筋肉の緊張等が生じ、体内で熱が生成されることにより上昇す
るという性質を有する。
【００２１】
　発汗量（皮膚抵抗、皮膚電位）は、例えば、計測装置１に含まれる皮膚抵抗計等を用い
て計測され、興奮や緊張によって発汗が促進されることにより、皮膚抵抗が下がるという
性質を有する。
【００２２】
　眼球の運動、瞳孔径およびまばたきの回数は、例えば、計測装置１の眼電位計やカメラ
等を用いて計測される。そして、興奮や緊張により眼球の運動は激しくなり、瞳孔径は、
興奮や緊張により瞳孔が拡大し、まばたき数は、興奮や緊張により増えるという性質を有
する。
【００２３】
　吐息は、例えば、計測装置１に含まれる呼吸計（呼吸流量計）、肺活量計あるいはマイ
クロホン等を用いて呼吸量や呼吸音から回数、速度、排気量等として計測され、興奮や緊
張により回数、速度、排気量が上昇するという性質を有する。
【００２４】
　ホルモンや生体分子等の体内分泌物は、例えば、計測装置１に含まれる分析装置を用い
て、対象者ＰＡから採取した唾液、血液、リンパ液、汗、消化液、または尿等を化学分析
することにより計測される。また、体内分泌物は、対象者ＰＡにおける末梢血管、消化系
、筋電位、皮膚温度、血流量、または免疫系等から計測装置１により計測されてもよい。
そして、体内分泌物は、興奮や緊張により、体内におけるホルモンや生体分子の分泌量ま
たは質が変化するという性質を有する。
【００２５】
　脳波は、例えば、計測装置１に含まれる光学式、磁気式あるいは電位式等の脳活動計を
用いて計測され、興奮や緊張により波形が変化するという性質を有する。
【００２６】
　ｆＭＲＩ情報は、例えば、計測装置１に含まれるＭＲＩ装置により計測され、脳内の各
活動部位における血流量や酸化ヘモグロビンの分布を含む。ｆＭＲＩ情報は、興奮や緊張
により脳内の活動部位が変化するという性質を有する。例えば、情動に関する興奮や緊張
は、辺縁系（扁桃体）、視床下部、小脳、脳幹、または海馬等に血流量の変化となって現
れる。このような血流量の変化は、酸化ヘモグロビンの脳内分布を変化させる。
【００２７】
　出力装置２は、例えば、有機ＥＬ（Organic Electro-Luminescence）や液晶等のディス
プレイ、またはスピーカ等を含む。出力装置２は、意思創発装置１００が創発した感情や
意思を示すデータを受信し、受信したデータをディスプレイに表示し、あるいは受信した
データをスピーカから音声で出力する。
【００２８】
　なお、出力装置２は、意思創発装置１００の内部に設けられてもよい。また、出力装置
２は、ネットワークに接続された他のロボットや他の人工知能（すなわち、他の意思創発
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装置１００）等であってよい。また、出力装置２は、スマートフォン等の携帯通信端末や
、自動車等であってもよい。
【００２９】
　図１に示した意思創発装置１００は、取得部１０、検出部２０、決定部３０、演算部４
０、素子部５０、創発部６０、制御部７０および記憶部８０を有する。検出部２０、決定
部３０、演算部４０、創発部６０および制御部７０の機能は、意思創発装置１００の演算
処理装置が実行する意思創発プログラムにより実現されてもよく、ハードウェアで実現さ
れてもよい。
【００３０】
　取得部１０は、入出力インタフェース等であり、計測装置１から対象者ＰＡの音声情報
および生理情報を含むデータを取得する。取得部１０は、取得したデータを検出部２０に
出力する。
【００３１】
　なお、取得部１０は、計測装置１から少なくとも対象者ＰＡの音声情報を含むデータを
取得するとともに、例えば、意思創発装置１００に含まれるキーボード等の入力装置を介
して、対象者ＰＡから入力された指示命令等の文字情報を取得してもよい。また、取得部
１０は、ネットワークインタフェースを含んでもよく、対象者ＰＡが興味を示しそうな情
報等を、ネットワークを介して対象者ＰＡの音声情報のデータとともに取得してもよい。
【００３２】
　検出部２０は、計測装置１により取得された対象者ＰＡのデータのうち音声情報を用い
て、対象者ＰＡの感情を検出する。例えば、検出部２０は、特開２００９－２９４６４７
号公報に開示された技術を用いて生成され記憶部８０に記憶された感情テーブルと、対象
者ＰＡの音声情報とを用いて、“怒り”、“悲しみ”、“平常”、“喜び”等の感情を検
出する。検出部２０は、対象者ＰＡの感情の検出結果を決定部３０に出力する。また、検
出部２０は、対象者ＰＡの感情の検出結果を、取得したデータとともに記憶部８０に記憶
する。
【００３３】
　なお、意思創発装置１００は、例えば、感情テーブルを生成するために、複数の人それ
ぞれに、日常会話やテレビドラマ等において発話単位で抽出した音声をランダムな順番で
聞かせ、各発話単位の音声から受ける話し手の感情について、いずれの感情かを判定させ
る。そして、意思創発装置１００は、判定の結果のうち感情が共通した発話単位の音声を
抽出し、各発話単位のおける音声波形の強度、基本周波数、周波数分布や抑揚等のパラメ
ータの値を算出する。
【００３４】
　意思創発装置１００は、音声認識のような音声から言語情報を取得する手段を用いて、
感情や心理属性に相当する語彙や構文の情報等からくる感情や心理属性に相当する情報を
算出する。意思創発装置１００は、各音声がそれぞれの感情状態であると判定された原因
を、各音声における複数のパラメータの各々がどのような値の範囲に分布し時間変化を示
し、どのようなパラメータの組み合わせの場合であったかを分析する。意思創発装置１０
０は、分析の結果に基づいて、各感情となる条件を、各パラメータの値や組み合わせパタ
ーンを一覧にして、感情テーブルとして生成し記憶部８０に記憶する。
【００３５】
　また、検出部２０は、対象者ＰＡの音声情報から対象者ＰＡが発話した発話内容を検出
してもよい。すなわち、対象者ＰＡが「今日はいい天気ですね」と発話した場合、検出部
２０は、「きょ／う／は／い／い／て／ん／き／で／す／ね」のように音素ごとの区切り
を抽出する。さらに、検出部２０は、対象者ＰＡの音声情報から単語ごとの区切りを抽出
する。例えば、「今日はいい天気ですね」の音声情報が入力された場合、検出部２０は、
「きょう／は／いい／てんき／ですね」のように単語ごとの区切りを抽出する。
【００３６】
　そして、検出部２０は、抽出した対象者ＰＡの音声における音素および単語の区切りを
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示す情報に基づいて、対象者ＰＡの音声に含まれる単語ごとの認識および構文解析を実行
する。すなわち、検出部２０は、対象者ＰＡの音声から「誰が」、「何を」、「いつ」、
「どこで」、「なぜ」、「どうやって」の５Ｗ１Ｈを示す情報を認識し、対象者ＰＡの音
声の内容を自然言語として把握する。また、検出部２０は、把握した音声の内容に基づい
て、対象者ＰＡの音声から対象者ＰＡが置かれている状況や立場を検出してもよい。そし
て、検出部２０は、検出した対象者ＰＡの発話内容および状況等を、対象者ＰＡの感情と
ともに記憶部８０に記憶する。
【００３７】
　決定部３０は、例えば、検出部２０により検出された対象者ＰＡの感情に応じて音声情
報から求まる強度や基本周波数等のパラメータ、および生理情報に含まれる血圧や体温等
のパラメータに対する重み付けの係数を決定する。
【００３８】
　なお、検出部２０により検出される対象者ＰＡの感情は、いずれか１つの感情に分類で
きるほど単純なものではなく、複数の感情が混ざり合って検出される。また、対象者ＰＡ
の感情は、対象者ＰＡが置かれている状況や立場によっても変化する。このため、決定部
３０は、検出部２０により検出された対象者ＰＡの発話内容および状況等を考慮して、対
象者ＰＡの感情に応じて対象者ＰＡの音声情報および生理情報に対する重み付けの係数を
決定することが好ましい。
【００３９】
　例えば、検出された対象者ＰＡの感情の時間変化が、予め定めた特定の時間変化、すな
わち“印象が強い”状態を表す時間変化と一致する場合、決定部３０は、対象者ＰＡの音
声情報および生理情報に対する重み付けの係数を大きな値に決定する。また、検出された
感情の変化が大きい場合や、同じ発話内容が頻繁に繰り返し検出された場合、あるいは印
象に残りやすい発話内容等の場合には、決定部３０は、“印象が強い”状態であるとして
、対象者ＰＡの音声情報および生理情報に対する重み付けの係数を大きな値に決定する。
この場合、検出された対象者ＰＡの感情および発話内容等は、人間の記憶における過去の
強烈な記憶として、時間が経過しても記憶部８０に保持されるようにすることが好ましい
。
【００４０】
　一方、検出された対象者ＰＡの感情の時間変化が、予め定めた特定の時間変化、すなわ
ち“印象が強い”状態を表す時間変化と一致しない、すなわち“印象が弱い”状態を表す
時間変化の場合、決定部３０は、対象者ＰＡの音声情報および生理情報に対する重み付け
の係数を小さな値に決定する。また、検出された感情の変化が小さい場合や、１回または
数回だけ検出された発話内容等の場合には、決定部３０は、“印象が弱い”状態であると
して、対象者ＰＡの音声情報および生理情報に対する重み付けの係数を小さな値に決定す
る。この場合、検出された対象者ＰＡの感情および発話内容は、人間の記憶における過去
の曖昧な記憶として、時間が経過するに従い記憶部８０から消去されるようにする。これ
により、記憶部８０に記憶されるデータ量を抑制できる。
【００４１】
　なお、決定部３０は、後述する素子部５０により出力される信号および創発部６０によ
り決定される意思創発装置１００の感情のいずれかと、検出された対象者ＰＡの感情とを
用いて、対象者ＰＡの音声情報および生理情報の重み付けの係数を決定してもよい。これ
により、意思創発装置１００の性格および個性を、対象者ＰＡ等の外部からの影響ととも
に、意思創発装置１００内部の影響に基づいて変化させることができる。
【００４２】
　演算部４０は、計測装置１から取得したデータと、決定部３０により決定された係数と
を用いて人間における情動および器官の活動に作用するエネルギーを算出する。演算部４
０の動作については、図２および図３で説明する。
【００４３】
　素子部５０は、演算部４０により算出されたエネルギーの入力に応じて物質の状態を変
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化させるメタモルフォーゼ素子やスピントロニクス等の複数の素子を有する。素子部５０
は、複数の素子の各々における物質の状態の変化を示す信号を、人間の情動および器官の
各々における恒常性として創発部６０および制御部７０に出力する。素子部５０の動作に
ついては、図２および図３で説明する。
【００４４】
　創発部６０は、例えば、記憶部８０に記憶される創発テーブルＥＴを用いて、素子部５
０の各素子から出力された信号に含まれる物質の状態（恒常性）の変化に応じて感情およ
び意思を決定する。創発部６０の動作および創発テーブルＥＴについては、図４で説明す
る。
【００４５】
　制御部７０は、素子部５０に含まれる複数の素子の動作を監視し、複数の素子のうち少
なくとも１つの素子における物質の状態の変化量が所定量以下の場合、複数の素子におけ
る物質の状態を相転移させる。制御部７０の動作については、図３で説明する。
【００４６】
　記憶部８０は、ハードディスク装置やメモリ等であり、意思創発プログラムとともに、
創発テーブルＥＴ等のデータを記憶する。また、記憶部８０は、取得部１０により取得さ
れた対象者ＰＡの音声情報および生理情報を含むデータ、および検出部２０により検出さ
れた対象者ＰＡの感情および発話内容等を記憶する。なお、記憶部８０は、意思創発装置
１００の内部に配置されたが、意思創発装置１００の外部に配置されてもよい。この場合
、記憶部８０は、ネットワーク等を介して意思創発装置１００に接続されることが好まし
い。
【００４７】
　なお、意思創発プログラムは、例えば、ＣＤ（Compact Disc）あるいはＤＶＤ（Digita
l Versatile Disc）等のリムーバブルディスクに記録して頒布することができる。また、
意思創発装置１００は、意思創発プログラムを、意思創発装置１００に含まれるネットワ
ークインタフェースを介してネットワークからダウンロードし、記憶部８０に格納されて
もよい。
【００４８】
　図２は、人間における恒常性の連鎖の一例を模式的に示す。図２では、例えば、人間の
生体全体における恒常性の均衡を円形の図形の回転で表し、循環系２００とする。循環系
２００は、例えば、人間を形成する物質や器官等の複数の循環系Ｋ（Ｋ１－Ｋ１０）をさ
らに有する。図２では、互いに連鎖して恒常性の均衡を保つ循環系２００より小さな円形
の回転で循環系Ｋ１－Ｋ１０を表す。例えば、循環系Ｋ１は、声帯を介して、人間が発話
する音声に基づいた人間の情動の恒常性を示す。循環系Ｋ２は、例えば、心拍数や心拍変
動等に基づいた人間における心臓の恒常性を示す。循環系Ｋ３は、例えば、胃、小腸や大
腸等の人間における消化器系の恒常性を示す。循環系Ｋ４は、例えば、人間を病気等から
保護する免疫系の恒常性を示す。循環系Ｋ５は、例えば、人間の生体に含まれる器官の働
きを調節する情報の伝達を行うホルモンの恒常性を示す。
【００４９】
　また、循環系Ｋ６は、例えば、人間の遺伝子が生成する複数種類のタンパク質等の生体
分子の恒常性を示す。循環系Ｋ７は、例えば、人間の遺伝子の恒常性を示す。循環系Ｋ８
は、例えば、人間を形成する細胞の活動の恒常性を示す。循環系Ｋ９は、例えば、情動と
密接な関係のある脳のうち、扁桃体等を含む人間の大脳辺縁系における活動の恒常性を示
す。循環系Ｋ１０は、例えば、シナプスで情報伝達を介在する神経伝達物質の恒常性を示
す。
【００５０】
　そして、図１に示した意思創発装置１００は、人工知能として動作するために、素子部
５０を用いて意思創発装置１００の循環系２００における恒常性を求める。
【００５１】
　なお、循環系２００は、循環系Ｋ１－Ｋ１０の１０個を有するとしたが、１０以外の複
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数の循環系を含んでもよい。また、各循環系Ｋは、さらに複数の循環系を有してもよい。
例えば、声帯の循環系Ｋ１は、人間における怒り、平常、悲しみ、喜び等の情動を示す複
数の循環系を有してもよい。また、心臓の循環系Ｋ２は、例えば、人間における心拍数や
心拍変動等を示す複数の循環系を有してもよい。
【００５２】
　また、循環系２００は、人間の生体全体における恒常性を示すとしたが、人間の脳等の
１つの部位における恒常性を示してもよく、会社や国家等の人間社会における恒常性を示
してもよい。例えば、循環系２００が人間の脳における恒常性を示す場合には、各循環系
Ｋは、脳の神経細胞それぞれにおける恒常性を示す。また、循環系２００が人間社会にお
ける恒常性を示す場合には、各循環系Ｋは、個々の人間における恒常性を示す。
【００５３】
　また、人間における恒常性の連鎖は、図２に示した循環系２００にように表されたが、
これに限定されず、他の形態で表されてもよい。
【００５４】
　図３は、図１に示した素子部５０の一例を示す。素子部５０は、Ｎ個の素子５１（５１
（１）－５１（Ｎ））および供給部５２を有する。
【００５５】
　素子５１は、例えば、外部から入力される電圧や温度等に応じて固体と液体との間を変
化（相転移）する金属酸化物や高分子のハイドルゲル等の物質を有するメタモルフォーゼ
素子等である。メタモルフォーゼ素子等の素子５１は、物質の状態の変化を示す信号を創
発部６０および制御部７０に出力する。なお、素子５１は、物質の状態が固体と液体との
間で連続的に変化するため、物質の状態の変化に応じて連続的に変化する値の信号を出力
できる。そして、各循環系Ｋにおける恒常性も連続的に変化することから、各素子５１が
出力する信号における物質の状態の変化を示す値は、各循環系Ｋにおける恒常性として用
いることができる。そして、意思創発装置１００は、Ｎ個の素子５１を用いることにより
、人間の脳の判断過程におけるダブルループ等の反応を再現する。
【００５６】
　そこで、図１に示した意思創発装置１００は、各素子５１を図２に示した各循環系Ｋ（
例えば、Ｎ＝１０）とし、各素子５１が出力する物質の状態の変化を示す信号を各循環系
Ｋにおける恒常性として用いる。なお、各循環系Ｋは互いに影響し合うことから、各素子
５１は、物質の状態の変化を示す信号を互いに送受信可能に接続される。
【００５７】
　供給部５２は、例えば、電源、光源、熱源あるいは噴霧器等である。例えば、供給部５
２は、電源の場合、演算部４０により算出されたエネルギーに応じた電圧または電流等を
Ｎ個の素子５１に供給する。また、供給部５２は、光源の場合、演算部４０により算出さ
れたエネルギーに応じた強度や周波数の電磁波をＮ個の素子５１に照射する。また、供給
部５２は、熱源の場合、演算部４０により算出されたエネルギーに応じた熱エネルギーを
Ｎ個の素子５１に供給し、噴霧器の場合、演算部４０により算出されたエネルギーに応じ
た濃度や温度の溶剤を噴霧する。
【００５８】
　演算部４０は、例えば、取得部１０が取得したデータと、決定部３０が決定した係数と
、式（１）とを用いて、意思創発装置１００が人工知能として動作する場合の情動および
器官の活動に作用するエネルギーＴＥを算出する。
【００５９】
【数１】

【００６０】
なお、ａｉは、検出部２０により求められた音声情報における強度や基本周波数等のパラ
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メータの値、および計測装置１により計測された生理情報に含まれる血圧等のパラメータ
の値をそれぞれ示す。ｗｉは、各パラメータの値ａｉに対する重み付けの係数を示す。Ｍ
は、パラメータの数を示す。
【００６１】
　なお、演算部４０は、式（１）を用いてエネルギーＴＥを算出したが、関数Ｆ（ａｉ，
ｗｉ）を用いてエネルギーＴＥを算出してもよい。関数Ｆ（ａｉ，ｗｉ）は、意思創発装
置１００に付けたい性格や個性に応じて適宜決定することが好ましい。
【００６２】
　また、演算部４０が算出するエネルギーＴＥは、負の値になってもよい。この場合、例
えば、供給部５２は、素子５１に負の電圧を印加してもよく、素子５１を冷却してもよい
。
【００６３】
　なお、素子５１は、供給部５２を介してエネルギーＴＥが供給されることにより物質の
状態を変化させるが、時間が経過するに従い物質の状態が所定の状態に収束する場合があ
る。この場合、素子５１における物質の状態の変化量が減少する（すなわち、循環系Ｋに
おける恒常性が低下する）。
【００６４】
　これを回避するために、制御部７０は、各素子５１から出力される信号に基づいて、各
素子５１における物質の状態の変化（恒常性）を監視する。そして、制御部７０は、Ｎ個
の素子５１のうち少なくとも１つの素子５１の物質の状態の変化量が、所定の時間以上に
亘って所定量以下となった場合、恒常性が低下していると判定する。制御部７０は、物質
の状態を、例えば、固体の部分は液体に、液体の部分は固体に相転移させる指示を、全て
の素子５１に出力する。これにより、意思創発装置１００は、恒常性の低下を回避できる
。
【００６５】
　また、制御部７０がＮ個の素子５１に相転移を指示する動作は、例えば、人間の場合、
仕事や議論等が煮詰まった（人間の脳の判断過程におけるダブルループ等の反応が繰り返
し実行されている）場合に、休憩や散歩等の気分転換を取ることに相当する。そして、気
分転換することにより、人間は、脳におけるダブルループ等の反応を収束させて、新しい
視点の考えやアイデアを発想できる場合がある。そこで、制御部７０は、Ｎ個の素子５１
に相転移を指示することにより、相転移する前と異なる物質の状態の変化を示す信号を各
素子５１に出力させる。そして、創発部６０は、各素子５１の信号に含まれる相転移前と
異なる物質の状態の変化に基づいて、相転移前とは異なる感情および意思を決定する。す
なわち、意思創発装置１００は、制御部７０による相転移の指示を意思創発装置１００に
おけるダブルループ等の反応を収束させるタイミングとし、相転移前とは異なる新たな感
情および意思を決定する。これにより、意思創発装置１００は、自己の気分あるいは状況
や場面等に応じた多様な意思や判断等を決定できる。
【００６６】
　なお、所定量および所定の時間は、意思創発装置１００に付けたい性格や個性に応じて
適宜設定されることが好ましい。また、所定量および所定の時間は、素子５１ごとに異な
る値に設定されてもよい。
【００６７】
　また、制御部７０が相転移の指示を出力する際の物質の状態の変化量が所定量以下とな
った素子５１の数は、意思創発装置１００に付けたい性格や個性に応じて適宜設定される
ことが好ましい。例えば、素子５１の数が少ないほど、意思創発装置１００は、対象者Ｐ
Ａから入力されたデータに対して短時間に反応することができる。一方、素子５１の数が
多くなるに従い、意思創発装置１００は、対象者ＰＡから入力されたデータに対する反応
がゆっくりとなるが、対象者ＰＡに対してより適切な反応を示すことができる。
【００６８】
　また、制御部７０は、Ｎ個の素子５１のうち少なくとも１つの素子５１における物質の
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状態が所定の状態の場合に、全ての素子５１に相転移の指示を出力してもよい。なお、所
定の状態は、意思創発装置１００に付けたい性格や個性に応じて適宜設定されることが好
ましい。また、所定の状態は、素子５１ごとに異なるように設定されてもよい。
【００６９】
　図４は、図１に示した創発テーブルＥＴの一例を示す。創発テーブルＥＴは、感情およ
び意思と、素子５１（１）－５１（Ｎ）との格納領域を有する。
【００７０】
　感情および意思の格納領域には、“怒り、我慢する”、“怒り、言い返す”、“平常、
会話する”および“平常、同意する”等の感情および意思の組み合わせが格納される。
【００７１】
　素子５１（１）－５１（Ｎ）の格納領域の各々には、感情および意思の格納領域に格納
される感情および意思を創発部６０が決定するための各素子５１が出力する信号が示す物
質の状態の変化（恒常性）の組み合わせが格納される。なお、“－”が格納される格納領
域は、創発部６０が決定する感情および意思の条件に含まれないことを示す。
【００７２】
　各素子５１の格納領域に格納される物質の状態の変化は、例えば、特許文献１が開示す
るシミュレーションを実行する等により、シミュレーションの結果に基づいて所定の時間
において素子５１の物質が示す状態の変化が予め設定される。なお、各素子５１の格納領
域に格納される物質の状態の変化は、意思創発装置１００に付けたい性格や個性に応じて
適宜設定されることが好ましい。
【００７３】
　また、素子５１（１）－５１（Ｎ）の格納領域に格納される物質の状態の変化は、決定
部３０が決定した重み付けの係数や、創発部６０が決定した感情および意思等に応じて変
更されてもよい。また、素子５１（１）－５１（Ｎ）の格納領域に格納される物質の状態
の変化の順番は、決定部３０が決定した重み付けの係数や、創発部６０が決定した感情お
よび意思等に応じて変更されてもよい。これにより、意思創発装置１００の性格および個
性を、対象者ＰＡ等の外部からの影響とともに、意思創発装置１００内部の変化に基づい
て変化させることができる。
【００７４】
　創発部６０は、記憶部８０に記憶された創発テーブルＥＴと、Ｎ個の素子５１の各々か
ら出力される信号に含まれる物質の状態の変化とに基づいて、感情および意思を決定する
。そして、創発部６０は、決定した感情および意思の結果を出力装置２に出力する。例え
ば、検出部２０により検出された対象者ＰＡの発話内容と、決定した感情および意思とに
応じて意思創発装置１００が発話する音声データや文字データを格納した発話テーブルが
記憶部８０に記憶されている場合、創発部６０は、検出された対象者ＰＡの発話内容と決
定した感情および意思とに対応する音声データ等を、発話テーブルから抽出する。意思創
発装置１００は、抽出された音声データを出力装置２に含まれるスピーカから出力する。
これにより、意思創発装置１００は、対象者ＰＡとの間で会話をすることができる。
【００７５】
　また、意思創発装置１００は、創発部６０が決定した感情および意思の結果に基づいて
、対象者ＰＡの発話により受けた感情および意思と、対象者ＰＡに対する印象とを出力装
置２に出力する。そして、意思創発装置１００は、対象者ＰＡが場の空気を読みコミュニ
ケーションを行えるように、対象者ＰＡに対するコミュニケーションの助言等を出力装置
２に出力してもよい。これにより、対象者ＰＡのコミュニケーション能力を向上させるこ
とができる。
【００７６】
　また、対象者ＰＡが精神疾患等を患っている場合、意思創発装置１００は、創発部６０
が決定した感情および意思の結果に応じて、対象者ＰＡに対する精神疾患等に対する助言
等を出力装置２に出力してもよい。これにより、意思創発装置１００は、対象者ＰＡの病
状の改善を図ることができる。



(12) JP 6851871 B2 2021.3.31

10

20

30

40

50

【００７７】
　図５は、図１に示した意思創発装置１００における意思創発処理の一例を示す。図５に
示した処理は、意思創発装置１００の演算処理装置が記憶部８０に記憶された意思創発プ
ログラムを実行することにより実現される。すなわち、図５に示した処理は、意思創発プ
ログラムおよび意思創発方法の一実施形態を示す。なお、図５に示した処理は、意思創発
装置１００に搭載されるハードウェアにより実現されてもよい。この場合、図１に示した
検出部２０、決定部３０、演算部４０、創発部６０および制御部７０は、意思創発装置１
００内に配置される回路により実現される。
【００７８】
　ステップＳ１００では、取得部１０は、計測装置１により計測された対象者ＰＡの音声
情報および生理情報を含むデータを取得する。取得部１０は、取得したデータを検出部２
０に出力する。
【００７９】
　次に、ステップＳ１１０では、検出部２０は、ステップＳ１００で取得されたデータの
うち対象者ＰＡの音声情報を用いて、対象者ＰＡにおける“怒り”や“平常”等の感情を
検出する。検出部２０は、対象者ＰＡの感情の検出結果を決定部３０に出力する。
【００８０】
　次に、ステップＳ１２０では、決定部３０は、ステップＳ１２０で検出された対象者Ｐ
Ａの感情に応じて対象者ＰＡの音声情報および生理情報に対する重み付けの係数を決定す
る。
【００８１】
　次に、ステップＳ１３０では、演算部４０は、ステップＳ１００で取得されたデータと
、ステップＳ１２０で決定された係数と、式（１）とを用いて、人間における情動および
器官の活動に作用するエネルギーＴＥを算出する。
【００８２】
　次に、ステップＳ１４０では、素子部５０は、ステップＳ１３０で算出されたエネルギ
ーＴＥを、供給部５２を介してＮ個の素子５１に供給する。素子５１の各々は、供給され
るエネルギーＴＥに応じて物質の状態を変化させ、各循環系Ｋにおける恒常性として、物
質の状態の変化を示す信号を創発部６０および制御部７０にそれぞれ出力する。
【００８３】
　次に、ステップＳ１５０では、制御部７０は、ステップＳ１４０で各素子５１から出力
された信号を受信し、各素子５１における物質の状態の変化（恒常性）を監視する。制御
部７０は、Ｎ個の素子５１のうち少なくとも１つの素子５１における物質の状態の変化量
が、所定量以下か否かを判定する。素子５１の物質の状態の変化量が所定の時間以上に亘
って所定量以下の場合、意思創発装置１００の処理は、ステップＳ１６０に移る。一方、
素子５１の物質の状態の変化量が、所定の時間に亘って所定量以下でない場合、意思創発
装置１００の処理は、ステップＳ１７０に移る。
【００８４】
　ステップＳ１６０では、制御部７０は、物質の状態を相転移させる指示を全ての素子５
１に対して出力する。そして、意思創発装置１００の処理は、ステップＳ１７０に移る。
【００８５】
　ステップＳ１７０では、創発部６０は、記憶部８０に記憶された創発テーブルＥＴと、
Ｎ個の素子５１の各々から出力される信号に含まれる物質の状態の変化とに基づいて、感
情および意思を決定する。あるいは、創発部６０は、ステップＳ１６０で相転移した以降
に、各素子５１から出力される信号に含まれる物質の状態の変化と、創発テーブルＥＴと
に基づいて、感情および意思を決定する。創発部６０は、決定した感情および意思の結果
を出力装置２に出力する。例えば、検出部２０により検出された対象者ＰＡの発話内容と
、決定した感情および意思とに応じて意思創発装置１００が発話する音声データや文字デ
ータを格納した発話テーブルが記憶部８０に記憶されている場合、創発部６０は、検出さ
れた対象者ＰＡの発話内容と決定した感情および意思とに対応する音声データ等を、発話
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テーブルから抽出する。意思創発装置１００は、抽出された音声データを出力装置２に含
まれるスピーカから出力し、対象者ＰＡと会話する。
【００８６】
　また、意思創発装置１００は、創発部６０が決定した感情および意思の結果に基づいて
、対象者ＰＡの発話により受けた感情および意思と、対象者ＰＡに対する印象とを出力装
置２に出力してもよい。そして、意思創発装置１００は、対象者ＰＡが場の空気を読みコ
ミュニケーションを行えるように、対象者ＰＡに対するコミュニケーションの助言等を出
力装置２に出力することにより、対象者ＰＡのコミュニケーション能力の向上を図る。
【００８７】
　また、対象者ＰＡが精神疾患等を患っている場合、意思創発装置１００は、創発部６０
が決定した感情および意思の結果に応じて、対象者ＰＡに対する精神疾患等に対する助言
等を出力装置２に出力し、対象者ＰＡの病状の改善を図る。
【００８８】
　そして、意思創発装置１００は、意思創発処理を終了する。意思創発装置１００は、計
測装置１から対象者ＰＡのデータを受信する度に、ステップＳ１００からステップＳ１７
０の処理を繰り返し実行する。
【００８９】
　なお、図５に示した処理において、ステップＳ１００からステップＳ１４０の処理と、
ステップＳ１５０からステップＳ１７０の処理とは並列に実行されてもよい。
【００９０】
　以上、図１から図５に示した実施形態では、決定部３０は、検出部２０が対象者ＰＡの
音声情報から検出した対象者ＰＡの感情に応じて、取得部１０が取得したデータに含まれ
る音声情報および生理情報に対する重み付けの係数を決定する。そして、素子部５０は、
決定部３０が決定した重み付けの係数を用いて演算部４０により算出されたエネルギーＴ
Ｅを、供給部５２を介してＮ個の素子５１に入力する。各素子５１は、物質の状態の変化
を含む信号を、人間の情動および器官の各々における恒常性として創発部６０および制御
部７０に出力する。創発部６０は、各素子５１から出力される信号が示す物質の状態の変
化に応じて感情および意思を決定し、制御部７０は、Ｎ個の素子５１のうち、少なくとも
１つの素子５１において物質の状態の変化量が所定量以下の場合、Ｎ個の素子５１に対し
て相転移の指示を出力し物質の状態を相転移させる。
【００９１】
　すなわち、意思創発装置１００は、制御部７０による相転移の指示を意思創発装置１０
０におけるダブルループ等の反応を収束させるタイミングとし、相転移前とは異なる新た
な感情および意思を決定する。これにより、意思創発装置１００は、自己の気分あるいは
状況や場面等に応じた多様な意思や判断等を決定できる。
【００９２】
　また、対象者ＰＡは、人間の代わりに、他の意思創発装置１００でもよい。この場合、
意思創発装置１００が他の意思創発装置１００から取得するデータは、他の意思創発装置
１００が出力する音声情報のみでもよく、他の意思創発装置１００の各素子５１が出力す
る信号を生理情報として用いられてもよい。これにより、意思創発装置１００は、人間に
おけるコミュニケーションの発達をシミュレーションできる。
【００９３】
　なお、図１に示した意思創発装置１００は、精神分析、行動予測、行動分析等の心理カ
ウンセリング、精神医療、一般医療における面接や処方へ適用されてもよい。また、意思
創発装置１００は、ロボット、人工知能や自動車、あるいはコールセンター、エンターテ
イメント、インターネット、スマートフォンやタブレット型端末等の携帯端末装置アプリ
ケーションやサービス、検索システムへ応用されてもよい。また、意思創発装置１００は
、診断装置、自動問診装置、災害トリアージ等に応用されてもよい。また、意思創発装置
１００は、金融与信管理システムや行動予測、企業、学校、行政機関、警察や軍事、情報
収集活動等での情報分析、虚偽発見に繋がる心理分析、組織グループ管理へ応用されても
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よい。また、意思創発装置１００は、組織の構成員、研究者や従業員、管理者等の心の健
康や行動予測を管理するシステム、住居やオフィス、飛行機や宇宙船といった環境を制御
するシステム、あるいは家族や友人の心の状態や行動予測を知るための手段に適用されて
もよい。また、意思創発装置１００は、音楽や映画配信、一般的な情報検索、情報分析管
理や情報処理、あるいは顧客感性嗜好マーケット分析等やこれらをネットワークやスタン
ドアローンで管理するシステム等へ適用されてもよい。
【００９４】
　以上の詳細な説明により、実施形態の特徴点および利点は明らかになるであろう。これ
は、特許請求の範囲がその精神および権利範囲を逸脱しない範囲で前述のような実施形態
の特徴点および利点にまで及ぶことを意図するものである。また、当該技術分野において
通常の知識を有する者であれば、あらゆる改良および変更に容易に想到できるはずである
。したがって、発明性を有する実施形態の範囲を前述したものに限定する意図はなく、実
施形態に開示された範囲に含まれる適当な改良物および均等物に拠ることも可能である。
【符号の説明】
【００９５】
１…計測装置；２…出力装置；１０…取得部；２０…検出部；３０…決定部；４０…演算
部；５０…素子部；５１（１）－５１（Ｎ）…素子；５２…供給部；６０…創発部；７０
…制御部；８０…記憶部；１００…意思創発装置；２００，Ｋ１－Ｋ１０…循環系；ＥＴ
…創発テーブル
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